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愛知県立岡崎盲学校ＰＴＡ 特別支援

点字ブロック理解啓発キャンペーン

点字ブロックの周知 生徒の安全・安心な通学

平成３０年２月１９日（月）

ＪＲ岡崎駅及び名鉄東岡崎駅構内

午前９時～午前１０時（キャンペーン午前９時３０分～午前１０時）

ＰＴＡ役員及び会員　１０名

１．視覚障害者（全盲・弱視）にとって点字ブロックは目の代わりであることを伝え、
　駅の構内などの移動で、生徒が安心して通学ができるようにする。
２．キャンペーンでは点字ブロックの啓発用のチラシに、市街地の点字ブロックの上に
　自転車を置くなど行為が視覚障害者の通行の妨げになってしまうことを紹介し、生徒が
　安心して歩くことができる町作りへの協力を依頼する。
３．活動を通して会員相互の親睦を図る。

・笑顔で元気に活動する。
・子どもたちの安全を願う気持ちを一般の利用者に伝える。

文化部、厚生部

【まとめ】
　今年もこの活動を継続したいと考えています。さらに啓発力のあるキャンペーンとするために、
「岡崎盲学校」の文字と点字を書き込んだ黄色いのぼり旗も用意しました。
　この活動が、生徒たちの安全で安心な通学や生活につながってほしいと願っています。

＜理解啓発用チラシ＞

【活動のきっかけ】
　全国で、白杖をついて歩く人が駅のホームから落ちて亡くなるという痛ましいニュースがたびたび流れ
ています。安全対策のためにホーム柵の設置が進んでいますが、本校の生徒が通学で利用する主要な駅で
あるＪＲ岡崎駅と名鉄東岡崎駅にはまだ設置されていません。
　視覚に障害のある人は、駅のホームを歩く際に、黄色の点字ブロックを頼りに歩きます。ホーム柵のな
い駅でも安全に歩くことができます。点字ブロックの上に荷物が置いてあったり人が立ち止まっていたり
すると、歩く際の妨げになります。また、市街地でも、点字ブロックの上に自転車を駐輪していたり、お
店の看板が点字ブロックの上に乗っていたりして、視覚障害者が歩くとぶつかってしまいとても危険であ
り、安心して歩けないことがたびたびあります。そのような状況を踏まえ、点字ブロックの理解と啓発を
図っていきたいという思いから、この活動を企画しました。
　全国の各盲学校が「点字ブロック理解啓発キャンペーン」を行っています。その活動を参考に、本校で
無理なくできる活動となるよう計画しました。
【準備】
　ポケットティッシュは５００個を用意し、理解啓発用のチラシを折りたたんで入れておきました。チラ
シには、点字ブロックの役割や大切さを写真や文字で分かりやすく示しました。
　また、点字ブロックの黄色をモチーフにした「岡崎盲学校」の名前の入った黄色いタスキを用意しまし
た。
【活動内容】
　ＪＲ岡崎駅と名鉄東岡崎駅の担当を各５名としました。
　あらかじめ、それぞれの駅に活動の趣旨を説明し、配布場所を確認しました。
　配布に際しては、黄色いたすきを身に付け「点字ブロックのキャンペーンです。子供たちの安全・安心
な通学に御協力ください。」などと通りかかる一般の人々に声をかけながらメッセージ入りのティッシュ
を手渡しました。どちらの駅でも約３０分ほどで全てのティッシュを配布できました。
　この取組を地域のケーブルテレビ局が取り上げてくださり、岡崎市内で放送されました。キャンペーン
を行った後、学校にも問い合わせなどの電話があり、発信することの重要さを感じました。
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